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【キャリア教育について】（4回生学年担当）  

 キャリア支援の一環として、毎年、4回生を対象に「先輩からの話を聞く会」を開催しています。この会では、高知県内

の病院に看護師として就職することを考えている4回生に、自らのキャリアを考える機会にしてもらうために県内の3病院

（高知医療センター、高知大学医学部附属病院、高知赤十字病院）に在職中の卒業生（2～5年目）から直接話を聞かせて

いただいています。 

 参加の呼びかけにあたっては、県内で就職を希望する学生に限らず、関心のある診療科で勤務する先輩の話を聞きた

い、急性期病院における働き方や就職試験・国家試験勉強について相談したいという学生の参加も受け付け、さまざまな

ニーズをふまえて、一人ひとりのキャリアを構築する場となるようにしました。また、当日は、学生と卒業生が打ち解け

て話しやすいように、教員は入らず、事前に学生から募った質問を中心に、フリートーク形式で話していただきました。 

 第1回目は、4月19日に高知赤十字病院から、第2回目は、5月10日に高知医療センターから、第3回目は5月17日に高知大

学医学部附属病院から卒後2～5年目の卒業生にお越しいただきました。来学してくださった卒業生は医療機関側の協力も

あり、経験年数や診療科も幅広く、学生も興味を抱き、参加していました。 

 学生のニーズはさまざまで、卒業生への質問内容とし

ては、勤務体制や福利厚生、教育体制の実際、志望理

由、リアリティショックの有無、就職試験対策、配属希

望や勤務希望が叶うかどうか、宿舎の様子先輩スタッフ

や他職種との関係性などでした。病院説明会やインター

ンシップでは質問できなかった内容についても遠慮せず

に質問でき、時折笑いながら、卒業生の本音を交えた話

を聞くことができました。就職後の自分を少しイメージ

しながら、どのような施設が自分の看護師としての将来

像と合致しているのか、どのような職場で働きたいと思

うのかを考える有意義な時間となったようでした。 

看護学部における教育の工夫 －キャリア教育について－ 

【エルムズ大学 短期留学】2回生：田鍋穂佳さん 

 私は1回生の2月に、アメリカ・マサチューセッツ州のエ

ルムズ大学に短期留学しました。10日間の滞在中は、英語

や日本語のクラスに参加したり、学生寮でルームシェアさ

せてもらったりして、多くの時間をエルムズ大学の生徒と

一緒に過ごしました。アメリカについては、テレビや写真

でしか見たことがなく、そうしたものから自分なりにイ

メージをつくりあげていましたが、実際はイメージしてい

たものと大きく異なり、自分で体験することの大切さを感

じました。言語の壁は大きく感じられ、英語で話すことへ

の不安がありましたが、私のつたない英語も理解してくれ

て、コミュニケーションは話すことだけではないことに気

づきました。全てを完璧に理解することはできなくても、

人と人は通じ合えることを身をもって感じました。実際に

経験するからこそわ

かることがあり、怖

じけずにやってみる

ことが大切だとい

う、今回の学びを今

後に活かしていきた

いと思います。  

【赤ちゃん同窓会への参加】3回生：東本優海さん 

 高知医療センターのNICU（新生児集中治療室）では、退院

したお子さんとそのご家族による同窓会が年1回行われてお

り、これまでも看護学部の学生はボランティアとして参加し

ています。参加される方々が楽しく安全に過ごせるように、

準備や催しのお手伝いをしています。ご家族の方による手記

発表では、緊急入院で産まれてきた我が子がとても小さく不

安でいっぱいだったことを、当時の写真とともに涙ながらに

話されており、これを聞いて胸が熱くなりました。同窓会に

出席されていたお子さんは写真にあった姿からは想像ができ

ない程に元気いっぱいで、これはNICUでスタッフから懸命な

看護を受けたこと、ご家族からたくさんの愛情を受けて育て

られたからこそだと感じました。担当看護師さんがお子さん

との再会を喜んで

いる姿も印象的で

した。この体験を

通してご家族の不

安な気持ちに寄り

添い、暖かい看護

ができるような看

護者になりたい

と、改めて思いま

した。 
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第51回 中国・四国学校保健学会開催 池添 志乃 先生 

 今年の4月から副学長を務めております。高知女子大学家政学部看護学科の卒業生でもあります。学生のみなさんの

エネルギー溢れる姿を拝見しながら、頼もしいナーと思ったり、時々、自分の学生時代を思い出したりしています。 

 高知県立大学は、50年にわたって一貫して女子教育に貢献してきた高知女子大学の伝統を尊重しながら21世紀を展

望し、時代の要請に応える質的な変革を行い、教育文化の拠点として地域とともに発展する大学として、新しい価値

観を創造していくことのできる人、地域文化を創造し貢献していくことのできる人、豊かな人間性を兼ね備えている

人を育てていくことを教育目標としています。 

 看護学部では、一人一人の学生さんが、次代を担う看護専門職者として、看護の理念や専門的知識・技術、ヒュー

マニズムを礎として、将来に向かって拓かれた看護を構築する力、健康問題を人々とともに解決し、人々の健康課題

を人々と共に解決する力、人々の健康生活の創造に貢献できる豊かな人間性・創造性を修得することができるよう

に、カリキュラム以外にも多彩な学修環境を整えています。例えば、毎年7月には高知女子大学看護学会が開催されて

います。今年は第45回目の開催であり、『人生百年時代の看護のSHIFT』という新たな時代の看護を創造するテーマを

取り上げ、講演会と7つのワークショップが開催されます。高知医療センターとの包括

的連携事業として、臨床講義、様々なキャリアをもつ看護師の方々によるナーシング・

カフェ、講演会、事例検討会など、年間を通して開催しています。国際力を高めていく

ことについては、ガジャマダ大学やインドネシア大学との交流・短期研修の機会を設け

ています。また、看護学研究科共同災害看護学専攻に在籍しているインドネシアやネ

パールからの留学生との交流の機会や、e-ラーニングの英語学習システムNet Academy 

NEXTを活用して、リスニング、スピーキング、リーディング、ライティングなどを含め

て英語力を総合的に高めていくことができます。 

 様々な学修の機会を積極的に活用して、豊かに学び、成熟社会を迎える中で直面する

課題を解決することのできる力をつけていきましょう。 

 私たち教員は、みなさんを『フレー!!!フレー!!!』応援しています。 

 2019年6月23日（日）「その子らしさを支える学校保健‐チームアプローチをとおして‐」をテーマに、第51

回中国・四国学校保健学会が高知県立大学永国寺キャンパスを会場に高知で開催されました（学会長 高知県立

大学看護学部教授 池添志乃）。中国・四国の各地より養護教諭の先生方や教育機関の先生方、学部生、大学院

生等86名のご参加をいただき、活気のある学会となりました。学会では、本学在学生・修了生が学会ボランティ

アとして運営に携わり活躍してくれました。また、演題発表者として学会を盛り立ててくださいました。 

 入学式、新入生オリエンテーションが行われ、いよいよ大学生活がスタートし

ました。4月は、2回生企画によるバスハイクに参加し、大豊町の自然のなかで味

わうバーベキューも美味しく、仲間同士や先輩、教員と交流の幅を広げる機会と

なりました。講義では、教養科目と看護に関する専門科目を学んでいます。人体

のしくみや構造などの専門科目と、看護の知識や技術を一つひとつ関連づけなが

ら学んでいます。勉強の方法も、空き時間を予習・復習の時間に当てたり、試行

錯誤しながら取り組んでいます。6月末には高知医療センターへ来院される方々

のご案内などを行なう病院ボランティアの活動も始まりました。ナースユニ

フォームやシューズも届き、看護を学ぶ学生として気持ちも引き締まってきてい

ます。教職員一同、学生が体調を整えながら少しずつ新しい生活に慣れることを

見守っています。夏季休業前には、重要な前期試験が待っています。これまで学

習してきた成果を発揮できるよう精一杯がんばる学生へのご支援を保護者の皆様

も引き続きよろしくお願いいたします。 

④ 

4月には1回生が新しい生活に馴染めるようにバスハイク（レクリエーション

やバーベキューなど）を企画・運営しました。企画委員は、どうすれば参加者が

楽しみながら交流が深まるかそれぞれにアイデアを出し合いながらつくりあげ、

親睦が深まる楽しい会となりました。野外バーベキューでは予想外のこともあり

ましたが、リーダーシップを発揮し、素早く対応し、みんなをまとめられていま

した。授業では、身体の構造や疾患などの専門的な知識や看護の基礎を活用しな

がら、より安全で安楽な看護技術・ケアについて学習しています。手技だけでな

く、患者さんに危険を及ぼすことがないか、どのようなことが苦痛につながるの

かなどを体験しながら学んでいます。授業以外の時間にも自己学習しながら繰り

返し練習し、ケアを自分のものにしています。講義で学んだことを体験し、患者

さんの視点、看護師の視点から自分の看護実践を振り返り、患者さんにとってよ

いケアを深く考えています。8月にはいよいよ「看護基盤実習」が始まります。

入院されている患者さんを受け持たせていただき、ケアを学んでいきます。 

 3回生は、大学生活も折り返し地点に入り、これまで学んできた知識やこれか

らの学習を活かして看護が展開できる基礎的な能力を得られるよう、日々学びを

進めています。そのなかで、3回生が将来の進路について、具体的に検討する手

がかりがつかめることを目的に、6月16日に「看護学部保健医療系就職ガイダン

ス」が開催されました。このガイダンスは、看護管理者や教員からの講話に加

え、看護師、訪問看護師、保健師、助産師、養護教諭、大学院生として県内で活

躍する先輩から、就職先選択の決め手や、国家試験の勉強と就職活動の両立の仕

方などの経験を聞く機会となっています。学生からは、「病院選びやインターン

シップのことについて具体的に知ることができた」「実際の勤務内容など、自分

で調べてもわからない情報を多く知ることができてとてもいい機会だった」「今

何をすべきか、これから何をすべきかビジョンが見えてきてよかった」と感想を

持ち、自らの将来に向けて一歩進むきっかけになっていました。 

 4回生は、授業、看護研究、就職活動、実習、国家試験勉強に頑張っていま

す。写真は、在宅看護援助論の演習の様子です。6～7人のグループに分かれ、そ

れぞれ、がん終末期・頸椎損傷・小児難病・パーキンソン病の4つの事例を担当

しました。学生は、訪問看護の計画を立案し、計画に沿って療養者宅にお伺いす

る訪問場面を想定し、訪問看護師役、療養者役、家族役になり、ロールプレイを

しました。黄色いポロシャツを着た訪問看護師役の学生が、痰の吸引が必要な小

児難病の子どもの自宅を訪問し、処置をしています。このロールプレイでの学び

を9月からの在宅看護実習に活かしていきます。6月末から7月上旬にかけては、

総合看護実習があります。この実習では、学生が希望した専門領域で、これまで

学んだ知識と技術を統合した集大成の実習を行います 。 

基調講演 

琉球大学人文社会

学部人間社会学科

教授の畠中雄平先

生に「ESSENCEの視

点から考える子ど

もの支援・家族の

支援」をテーマに

ご講演いただきま

した 
高知県心の教育セン

タースクールカウン

セラー・スーパーバ

イザーの濱川博子先

生に「学校の中で子

どもを支える連携の

あり方〜スクールカ

ウンセラーの活動を

通して〜」をテーマ

にご講演いただきま

した 特別講演Ⅱ 

特別講演Ⅰ 

    ① 

 

③ 



各学年の大学生生活 

■２回生■ 

■３回生■ 

■４回生■ 

副学長就任のご挨拶 中野 綾美 先生 

 
表紙の写真 

①1回生:バスハイク           

②4回生:先輩からの話を聞く会 

③2回生:学内演習 

④3回生:就職ガイダンス 

■１回生■ 

② 

       fure-fure 

第51回 中国・四国学校保健学会開催 池添 志乃 先生 

 今年の4月から副学長を務めております。高知女子大学家政学部看護学科の卒業生でもあります。学生のみなさんの

エネルギー溢れる姿を拝見しながら、頼もしいナーと思ったり、時々、自分の学生時代を思い出したりしています。 

 高知県立大学は、50年にわたって一貫して女子教育に貢献してきた高知女子大学の伝統を尊重しながら21世紀を展

望し、時代の要請に応える質的な変革を行い、教育文化の拠点として地域とともに発展する大学として、新しい価値

観を創造していくことのできる人、地域文化を創造し貢献していくことのできる人、豊かな人間性を兼ね備えている

人を育てていくことを教育目標としています。 

 看護学部では、一人一人の学生さんが、次代を担う看護専門職者として、看護の理念や専門的知識・技術、ヒュー

マニズムを礎として、将来に向かって拓かれた看護を構築する力、健康問題を人々とともに解決し、人々の健康課題

を人々と共に解決する力、人々の健康生活の創造に貢献できる豊かな人間性・創造性を修得することができるよう

に、カリキュラム以外にも多彩な学修環境を整えています。例えば、毎年7月には高知女子大学看護学会が開催されて

います。今年は第45回目の開催であり、『人生百年時代の看護のSHIFT』という新たな時代の看護を創造するテーマを

取り上げ、講演会と7つのワークショップが開催されます。高知医療センターとの包括

的連携事業として、臨床講義、様々なキャリアをもつ看護師の方々によるナーシング・

カフェ、講演会、事例検討会など、年間を通して開催しています。国際力を高めていく

ことについては、ガジャマダ大学やインドネシア大学との交流・短期研修の機会を設け

ています。また、看護学研究科共同災害看護学専攻に在籍しているインドネシアやネ

パールからの留学生との交流の機会や、e-ラーニングの英語学習システムNet Academy 

NEXTを活用して、リスニング、スピーキング、リーディング、ライティングなどを含め

て英語力を総合的に高めていくことができます。 

 様々な学修の機会を積極的に活用して、豊かに学び、成熟社会を迎える中で直面する

課題を解決することのできる力をつけていきましょう。 

 私たち教員は、みなさんを『フレー!!!フレー!!!』応援しています。 

 2019年6月23日（日）「その子らしさを支える学校保健‐チームアプローチをとおして‐」をテーマに、第51

回中国・四国学校保健学会が高知県立大学永国寺キャンパスを会場に高知で開催されました（学会長 高知県立

大学看護学部教授 池添志乃）。中国・四国の各地より養護教諭の先生方や教育機関の先生方、学部生、大学院

生等86名のご参加をいただき、活気のある学会となりました。学会では、本学在学生・修了生が学会ボランティ

アとして運営に携わり活躍してくれました。また、演題発表者として学会を盛り立ててくださいました。 

 入学式、新入生オリエンテーションが行われ、いよいよ大学生活がスタートし

ました。4月は、2回生企画によるバスハイクに参加し、大豊町の自然のなかで味

わうバーベキューも美味しく、仲間同士や先輩、教員と交流の幅を広げる機会と

なりました。講義では、教養科目と看護に関する専門科目を学んでいます。人体

のしくみや構造などの専門科目と、看護の知識や技術を一つひとつ関連づけなが

ら学んでいます。勉強の方法も、空き時間を予習・復習の時間に当てたり、試行

錯誤しながら取り組んでいます。6月末には高知医療センターへ来院される方々

のご案内などを行なう病院ボランティアの活動も始まりました。ナースユニ

フォームやシューズも届き、看護を学ぶ学生として気持ちも引き締まってきてい

ます。教職員一同、学生が体調を整えながら少しずつ新しい生活に慣れることを

見守っています。夏季休業前には、重要な前期試験が待っています。これまで学

習してきた成果を発揮できるよう精一杯がんばる学生へのご支援を保護者の皆様

も引き続きよろしくお願いいたします。 

④ 

4月には1回生が新しい生活に馴染めるようにバスハイク（レクリエーション

やバーベキューなど）を企画・運営しました。企画委員は、どうすれば参加者が

楽しみながら交流が深まるかそれぞれにアイデアを出し合いながらつくりあげ、

親睦が深まる楽しい会となりました。野外バーベキューでは予想外のこともあり

ましたが、リーダーシップを発揮し、素早く対応し、みんなをまとめられていま

した。授業では、身体の構造や疾患などの専門的な知識や看護の基礎を活用しな

がら、より安全で安楽な看護技術・ケアについて学習しています。手技だけでな

く、患者さんに危険を及ぼすことがないか、どのようなことが苦痛につながるの

かなどを体験しながら学んでいます。授業以外の時間にも自己学習しながら繰り

返し練習し、ケアを自分のものにしています。講義で学んだことを体験し、患者

さんの視点、看護師の視点から自分の看護実践を振り返り、患者さんにとってよ

いケアを深く考えています。8月にはいよいよ「看護基盤実習」が始まります。

入院されている患者さんを受け持たせていただき、ケアを学んでいきます。 

 3回生は、大学生活も折り返し地点に入り、これまで学んできた知識やこれか

らの学習を活かして看護が展開できる基礎的な能力を得られるよう、日々学びを

進めています。そのなかで、3回生が将来の進路について、具体的に検討する手

がかりがつかめることを目的に、6月16日に「看護学部保健医療系就職ガイダン

ス」が開催されました。このガイダンスは、看護管理者や教員からの講話に加

え、看護師、訪問看護師、保健師、助産師、養護教諭、大学院生として県内で活

躍する先輩から、就職先選択の決め手や、国家試験の勉強と就職活動の両立の仕

方などの経験を聞く機会となっています。学生からは、「病院選びやインターン

シップのことについて具体的に知ることができた」「実際の勤務内容など、自分

で調べてもわからない情報を多く知ることができてとてもいい機会だった」「今

何をすべきか、これから何をすべきかビジョンが見えてきてよかった」と感想を

持ち、自らの将来に向けて一歩進むきっかけになっていました。 

 4回生は、授業、看護研究、就職活動、実習、国家試験勉強に頑張っていま

す。写真は、在宅看護援助論の演習の様子です。6～7人のグループに分かれ、そ

れぞれ、がん終末期・頸椎損傷・小児難病・パーキンソン病の4つの事例を担当

しました。学生は、訪問看護の計画を立案し、計画に沿って療養者宅にお伺いす

る訪問場面を想定し、訪問看護師役、療養者役、家族役になり、ロールプレイを

しました。黄色いポロシャツを着た訪問看護師役の学生が、痰の吸引が必要な小

児難病の子どもの自宅を訪問し、処置をしています。このロールプレイでの学び

を9月からの在宅看護実習に活かしていきます。6月末から7月上旬にかけては、

総合看護実習があります。この実習では、学生が希望した専門領域で、これまで

学んだ知識と技術を統合した集大成の実習を行います 。 

基調講演 

琉球大学人文社会

学部人間社会学科

教授の畠中雄平先

生に「ESSENCEの視

点から考える子ど

もの支援・家族の

支援」をテーマに

ご講演いただきま

した 
高知県心の教育セン

タースクールカウン

セラー・スーパーバ

イザーの濱川博子先

生に「学校の中で子

どもを支える連携の

あり方〜スクールカ

ウンセラーの活動を

通して〜」をテーマ

にご講演いただきま

した 特別講演Ⅱ 

特別講演Ⅰ 

    ① 

 

③ 



ご意見、ご感想など、お寄せ下さい。 fure-fure-kango@cc.u-kochi.ac.jp 

学生の活動 

〔ニュースレターの名前の意味〕fure-fure 学生さんを応援する気持ちを込めて、学生さんが、誰かを応援できるようになる願いを

込めて、この名前を付けました。 

 高知県立大学 看護学部 学生生活通信        2019年8月 第17号 

fure-fure fure-fure 

     

【キャリア教育について】（4回生学年担当）  

 キャリア支援の一環として、毎年、4回生を対象に「先輩からの話を聞く会」を開催しています。この会では、高知県内

の病院に看護師として就職することを考えている4回生に、自らのキャリアを考える機会にしてもらうために県内の3病院

（高知医療センター、高知大学医学部附属病院、高知赤十字病院）に在職中の卒業生（2～5年目）から直接話を聞かせて

いただいています。 

 参加の呼びかけにあたっては、県内で就職を希望する学生に限らず、関心のある診療科で勤務する先輩の話を聞きた

い、急性期病院における働き方や就職試験・国家試験勉強について相談したいという学生の参加も受け付け、さまざまな

ニーズをふまえて、一人ひとりのキャリアを構築する場となるようにしました。また、当日は、学生と卒業生が打ち解け

て話しやすいように、教員は入らず、事前に学生から募った質問を中心に、フリートーク形式で話していただきました。 

 第1回目は、4月19日に高知赤十字病院から、第2回目は、5月10日に高知医療センターから、第3回目は5月17日に高知大

学医学部附属病院から卒後2～5年目の卒業生にお越しいただきました。来学してくださった卒業生は医療機関側の協力も

あり、経験年数や診療科も幅広く、学生も興味を抱き、参加していました。 

 学生のニーズはさまざまで、卒業生への質問内容とし

ては、勤務体制や福利厚生、教育体制の実際、志望理

由、リアリティショックの有無、就職試験対策、配属希

望や勤務希望が叶うかどうか、宿舎の様子先輩スタッフ

や他職種との関係性などでした。病院説明会やインター

ンシップでは質問できなかった内容についても遠慮せず

に質問でき、時折笑いながら、卒業生の本音を交えた話

を聞くことができました。就職後の自分を少しイメージ

しながら、どのような施設が自分の看護師としての将来

像と合致しているのか、どのような職場で働きたいと思

うのかを考える有意義な時間となったようでした。 

看護学部における教育の工夫 －キャリア教育について－ 

【エルムズ大学 短期留学】2回生：田鍋穂佳さん 

 私は1回生の2月に、アメリカ・マサチューセッツ州のエ

ルムズ大学に短期留学しました。10日間の滞在中は、英語

や日本語のクラスに参加したり、学生寮でルームシェアさ

せてもらったりして、多くの時間をエルムズ大学の生徒と

一緒に過ごしました。アメリカについては、テレビや写真

でしか見たことがなく、そうしたものから自分なりにイ

メージをつくりあげていましたが、実際はイメージしてい

たものと大きく異なり、自分で体験することの大切さを感

じました。言語の壁は大きく感じられ、英語で話すことへ

の不安がありましたが、私のつたない英語も理解してくれ

て、コミュニケーションは話すことだけではないことに気

づきました。全てを完璧に理解することはできなくても、

人と人は通じ合えることを身をもって感じました。実際に

経験するからこそわ

かることがあり、怖

じけずにやってみる

ことが大切だとい

う、今回の学びを今

後に活かしていきた

いと思います。  

【赤ちゃん同窓会への参加】3回生：東本優海さん 

 高知医療センターのNICU（新生児集中治療室）では、退院

したお子さんとそのご家族による同窓会が年1回行われてお

り、これまでも看護学部の学生はボランティアとして参加し

ています。参加される方々が楽しく安全に過ごせるように、

準備や催しのお手伝いをしています。ご家族の方による手記

発表では、緊急入院で産まれてきた我が子がとても小さく不

安でいっぱいだったことを、当時の写真とともに涙ながらに

話されており、これを聞いて胸が熱くなりました。同窓会に

出席されていたお子さんは写真にあった姿からは想像ができ

ない程に元気いっぱいで、これはNICUでスタッフから懸命な

看護を受けたこと、ご家族からたくさんの愛情を受けて育て

られたからこそだと感じました。担当看護師さんがお子さん

との再会を喜んで

いる姿も印象的で

した。この体験を

通してご家族の不

安な気持ちに寄り

添い、暖かい看護

ができるような看

護者になりたい

と、改めて思いま

した。 
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